
栄養マン★キッチン～給食大好き！～
子どもに人気の給食メニューや家でも食べてほしいメニューを紹介します

かきひき大根

自閉症、発達のでこぼこ、発達障害・・、いろいろな表現がありますが、発達障害には自閉スペクトラム症（ASD）、

注意欠如・多動症（ADHD）など、いくつかのタイプがあります。発達障害という診断名から 「障害」 というイメージ

が先行していますが、実際は障害というよりも個性、特性です。そのため、ここでは「発達特性」という表現を使います。

特性にもいろいろありますが、代表的なものとして、じっとしていることが苦手、こだわりが極端に強い、相手の気

持ちや空気を読むことが苦手、などが挙げられます。

我々は皆、得意なこともあれば、苦手なこともあります。そして、前述のようなことが苦手な人は少なくないでしょ

う。そう、発達の特性は特別なものではないのです。

苦手は得意の裏返しで、じっとしていられないということは、視野が広く好奇心旺盛ということ。こだわりが強いと

いうことは、ひとつの道を究める力を持っているということ。空気を読むのが苦手ということは、周囲に流されない

ということでもあります。そして、この特性を良い方向に活かし、伸ばすことは本人の自信にもつながるでしょう。

では、強い発達特性を持ちながら自分の能力を発揮できる人と、精神的に追い込まれて心を病んでしまう人の違

いは何でしょうか。いろいろな要素がありますが、身近にいる大人がその子の苦手なことよりも得意なことに目を向

けて、のびのびと育つ環境を与えられてきたかどうかが非常に重要だと言われています。私たち大人も、職場や家庭

で苦手なことを日々指摘され注意されたら、やる気も失せてきませんか？・・子どもも同じです。

「誰にでも得手不得手があり、苦手を避けること、避けるために工夫することはその子の良さを伸ばすことにつな

がる」という認識が広まれば、つらい思いをする親御さん、お子さんを減らしていくことができると感じています。

子どもの発達障害
諏訪中央病院　小児科医師　渡邉 達夫

病院コラム　医療の現場から
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家でも食べてほしい伝えていきたい郷土料理を、

学校給食に取り入れて紹介しています。

忙しい農家の暮らしから生まれた、早煮の大根の

煮物です。

【調理のポイント】

大根だけで作ってもおいしくできます。

干しシイタケを入れると、ワンランクアップしますよ。
1人分エネルギー57ｋcal　食塩相当量0.7ｇ

材料（2人分）

大根・・・・・・・・・240ｇ

にんじん	・・・・・・ 40ｇ

油揚げ	・・・・・・・・ 20ｇ

サラダ油	・・・・小さじ1

酒・・・・・・・・・・小さじ1

みりん	・・・・・・小さじ1

砂糖・・・・・・・・小さじ1

しょうゆ	・・・・大さじ1

かつお節	・・・・・・・・5ｇ

【つくり方】

❶	大根は３等分くらいに切り、人参はそのままの長さにします。

皮引きで、きしめんのように皮をひきます。

❷	湯抜きした油揚げを短冊に切ります。

❸	熱したフライパンにサラダ油を入れ、材料を炒めます。

	 材料がやわらかくなったら、調味料を加えます。

❹火を止めてかつお節を加えます。

動画でも作り方を
配信しています

20

フォトニュース
茅野市インターネット動画サイト 「ビーナネット

Chino」 では茅野市の生活や文化・魅力を動

画配信しています。

フォトニュースのできごとも一部配信中。 QR

コードから動画をお楽しみください。

環境美化登山で美しい八ヶ岳を守りたい

グリーンパートナー 合同グリーンパトロール
八ヶ岳中信高原国定公園の環境美化に取り組むボランティア

「グリーンパートナー」 の皆さんが、7月20日に今年度1回目と

なる合同グリーンパトロール（ゴミ拾いや登山道・案内板の安全

確認）を桜平～オーレン小屋～夏沢峠～硫黄岳～オーレン小屋

～桜平のコースで実施しました。登山道の周辺でお菓子の包装

やティッシュ、土に埋まった空き缶やビンなど多くのゴミを回収

しました。美しい八ヶ岳を守るために、登山の際にはゴミの持ち

帰りにご協力ください。また、グリーンパートナーは随時募集中

ですので興味のある方は環境課までお問い合わせください。

行きたい時に、 行きたい場所へ行ける移動手段

となることを目指して

AI乗合オンデマンド交通 「のらざあ」 出発式
8月22日、AI乗合オンデマンド交通 「のらざあ」 の出

発式が茅野市役所で行われ、「のらざあ」 の運行が開始

されました。「のらざあ」 は、スマートフォンのアプリや電

話を使って予約すると、AIが最適な運行ルートを設定し、

市内の多くの場所から乗車できる乗合交通サービスで

す。運転ができない学生・生徒や高齢者等の交通手段の

確保、まちのにぎわい創出、地球温暖化などの課題解決

につながることが期待されます。

理科大生と一緒に自由研究を楽しむ

一緒にやろう！夏休み自由研究
8月6日と8日、ワークラボ八ヶ岳（ベルビア2階）で、

チノリカ（公立諏訪東京理科大学学生有志）主催による

「一緒にやろう！夏休み自由研究」 が行われました。　小

学3年生～6年生が参加し、硬さの違う3種類のスライム

を溶岩に見立てて火山の仕組みを理解する実験、ねるね

るねるねを再現する実験、ピカピカ光るタピオカを作る

実験、竹串とスポンジを使ったグラグラタワーを積み上

げる実験を体験しました。実験の結果を予想したり、楽し

そうに実験に取り組む様子が見られました。

第25回小津安二郎記念・蓼科高原映画祭プレイベント

屋外映画上映会 in蓼科湖
8月26日、27日、蓼科湖畔を会場に、　第25回小津

安二郎記念・蓼科高原映画祭プレイベントとして屋外映

画上映会が開催されました。子どもから大人まで幅広い

世代に楽しんでもらえる作品として、「SING/シング：ネ

クストステージ」 を上映。参加者は、夜空の下、涼しい風

を感じながら映画を楽しんでいました。

「第25回小津安二郎記念・蓼科高原映画祭」 は、9月

17日㈯〜9月25日㈰に茅野市民館や新星劇場を会場

に開催されます。メインの上映会は3年ぶりの開催です。

21




